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町
指
定
文
化
財「
藤
の
群
生
」は
、
石

船
神
社
社
殿
の
裏
手
に
広
が
る
森
に
あ

り
ま
す
。
生
育
範
囲
は
お
よ
そ
八
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。『
桂
村
の
文
化
財
』

（
昭
和
五
八
年
）で
は
、「
こ
の
境
内
の
藤

の
群
生
は
、地
方
ま
れ
に
み
る
も
の
で
、

最
も
大
き
い
も
の
は
、目
通
り
周
囲
一・

三
メ
ー
ト
ル
、
開
花
期
は
壮
観
を
き
わ

め
、
森
閑
と
し
た
境
内
に
ひ
と
き
わ
参

拝
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
」と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、フ
ジ
の
樹
勢
は
衰
退
し
、

株
数
も
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
写
真
の「
神
木
に
絡
む
大
藤
」

の
よ
う
な
大
き
な
フ
ジ
も
残
っ
て
い
ま

す
。
往
時
に
は
及
ぶ
べ
く
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
毎
年
五
月
に
は
紫
の
花
房
が
森

を
彩
り
ま
す
。

　

こ
の「
藤
の
群
生
」が
所
在
す
る
石
船

神
社
は
、
貞
観
元（
八
五
九
）年
以
前
に

創
建
さ
れ
、
延
喜
式
内
小
社
に
も
列
せ

ら
れ
た
古
社
で
す
。
主
祭
神
は
、
鳥
石

楠
舟
命（
天
之
鳥
船
命
）で
す
。
こ
の
神

は
、
鹿
島
の
神（
建
御
雷
命
）の
副
使
と

し
て
天
降
り
し
、
国
内
の
平
定
に
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鹿
島
神
宮
と
縁

深
い
那
賀
郡
鹿
島
郷
岩
船
の
地
に
祭
ら

れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
神
名
が
飛
行
や
船
舶
を
意

味
す
る
こ
と
か
ら
、
航
空
・
航
海
の
神

と
し
て
も
崇
敬
さ
れ
、
日
英
間
初
飛
行

の
神
風
号
や
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山

本
五
十
六
も
本
社
に
安
全
を
祈
願
し
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
御
神
体
の「
兜
石
」

や
、
雨
乞
い
神
事
を
行
っ
た「
石
船
」、

八
幡
太
郎
伝
説
の「
矢
の
根
石
」な
ど
が

あ
り
ま
す
。
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田
に
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し
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ア
ポ
電
と
改
元
詐
欺
に
は
ご
用
心

　
　
　
　
　
　 

富
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多
蔵
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光
地
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は
ト
イ
レ
一

　
　
　
　
　
　 

車
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ブ
で｢

ヒ
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と
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こ
と
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す
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飯
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年
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後
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民
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佐
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東
京
の
桜
花
盛
り
な
る
こ
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き

日
新
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登
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頑
張
り
が
大
き
な
春
に
つ
な
が
っ

て
孫
は
飛
び
立
つ
夢
膨
ら
ま
せ
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部
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子

　だ
ま
さ
れ
る
程
の
大
金
持
た
ざ

れ
ば
心
安
ら
か
動
ず
る
こ
と
な
し

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

お
は
よ
う
と
焚
き
火
の
温
み
に
掌
を
か

ざ
し
感
謝
で
加
は
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に

　
　
　
　
　 

杉
山
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こ
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手
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溢
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大
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久
子

新
年
を
迎
え
し
施
設
の
友
等
み
な

面
穏
や
か
に
明
か
る
く
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　 

佐
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や
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し
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